平成１６年度事業報告書
平成１６年６月1日から平成１７年５月３１日まで

特定非営利活動法人　東上まちづくりフォーラム

１．事業の成果

①地域資源の再発見と人材開発の場の提供

　会員以外の参加も募った「情報交流会」を４回開催した（下表参照）。前年度まで実施していた会員定例会（対象：正会員、準会員、賛助会員）は情報交流会と内容が重複してきたため中止した。　

②街づくり提案

前年度からの継続プロジェクト「空き店舗活用・商店街活性化プロジェクト」、「ＳＯＨＯ／マイクロビジネス創業支援プロジェクト」を引き続き継続。新たに3月には行政パートナー「志木市広報紙作成プロジェクト」が実施段階にいたり、5月に「指定管理者制度調査プロジェクト」の企画提案があり､調査に入った。

③住民交流の場づくり

平成16年6月からオープンでくつろいだブレスト型のミーティング「三火会」（毎月第三火曜日開催）を発足させ計12回の開催が実現した。

２．事業報告

（１）特定非営利活動に係わる事業

①地域資源の再発見と人材開発の場の提供

	事業内容
	時期
	対象
	活動内容

	情報交流会


	平成16年 6月29日


	一般
	ＮＰＯ立県”埼玉の動きをウォッチする　

助成金やＮＰＯ基金などの動き
（東上まちづくりフォーラム　柴田理事長）

	
	平成16年 8月3日
	一般
	行政パートナー制度について、話題提供を志木市市民活動支援課主幹・村上孝浩様にお願い（「行政パートナー制度の経緯と現状、今後の展望」）し、コメンテイターとして大場泰博氏（青森大学講師、茨城総合研究所／地域経営コンサルタント）も迎えて、参加者１０名程で、活発な議論・意見交換を行った。

	
	平成16年 10月28日
	一般
	東上まちづくりフォーラムで現在取り組んでいるプロジェクトの進捗状況の紹介。

	
	平成17年　2月21日
	一般
	ＮＰＯ法人サポートシステムについて

（同法人理事長・山崎良次氏）


②街づくり提案

プロジェクト実施（プロジェクト申請済）

	プロジェクト名称
	活動内容

	ＳＯＨＯ／マイクロビジネス創業支援プロジェクト
	平成１５年度に実施した「セールスレップ（営業ＳＯＨＯ）育成研修」での成果を受けて、平成１６年度は埼玉ＳＯＨＯ／ＭＢ支援ネット（彩の国起業ベンチャー支援協働機構）として、新しい取り組みを行った。具体的には「中高年層の知恵と人脈を生かした日本型セールスレップ組合」を作るための動きをしたのであるが、この活動については経済産業省の市民ベンチャー事業補助金を受けることができた。東上まちづくりフォーラムはその際の埼玉ＳＯＨＯ／ＭＢ支援ネット側の幹事団体を務め、中心となって市民ベンチャー事業を遂行した。活動の成果として、平成１７年２月には、「セールスレップ事業協同組合」が設立登記され、同組合は平成１７年度から本格的な活動を開始している。なお同事業協同組合と東上まちづくりフォーラムとは特に関係はないが、東上まちづくりフォーラムの理事２名が、東上まちづくりフォーラムとは異なった顔で同組合に出資を行っている。

	心と体の健康プロジェクト
	東上まちづくりフォーラムとしてのプロジェクト活動は、本年度も実施に至らなかった。

	空き店舗活用・商店街活性化プロジェクト
	平成１５年度に引き続き、地域活性化協議会の２つの分科会「いろはまちづくりプロジェクト」と「ＳＨＩＫＩ・ＡＬＯＨＡ／ＣＩＴＹプロジェクト」の活動を支援するかたちで、参加した。

志木夏祭りにあわせて、「いろは」で取り組んだ老舗のお宝を披露する「店頭博物館」は、新らたな商店街の意欲が形になった。また、“まちの縁側づくり”のコンセプトで、個店の店頭にベンチをおく事業にも取り組んだ。駅前地区の「アロハ」では、道路拡幅に伴う街路整備事業と将来のまちづくりをテーマに具体的な歩道のカラーの決定や街路樹の選定などにアドバイザー役で参加した。このほか、いろは、アロハの2つの商店会と志木商工会が埼玉県の補助金を獲得して、画期的な「商店街映像情報発信実験」に取り組むはずでしたが、商店会会員の賛同が得られず、途中で中止になったことは、せっかく市や県の後押しを得られたのに非常に残念である。

	志木市広報紙作成プロジェクト
	埼玉県志木市が同市の全市民向けに発行している『広報しき』の編集業務を、平成１７年４月から同市の委託を受けて行い出した。これは同市が進めている「行政パートナー制度」（従来市職員が行ってきた業務を市民に外注することで、財政再建と市民の市政への参画が意図されている制度）の枠内で受託した業務であり、東上まちづくりフォーラムは、すでに出来ていたＮＰＯ法人としては初めて行政パートナーとなった。４月末には５月号が発行され、５月末には６月号が発行された。東上まちづくりフォーラム側は、５名の会員（内、２名は理事会メンバー）でこの業務を遂行している。


プロジェクト提案（企画プロジェクト提案済）

	プロジェクト名称
	活動内容

	産業学習関連アドバイザープロジェクト
	「総合学習」を軸として志木市教育委員会と密な打ち合わせをおこない､小中学校への活動説明書を教育委員会に提出したが、本年度は応答待ちのままで具体的活動にいたらなかった。

	食と農プロジェクト
	八ヶ岳の「暁鐘の杜」との交流を軸とし、現地の農作物「米」で交流の試みを開始。

	森の妖精との復縁を夢見る“風の交流“プロジェクト
	平成１６年８月に、かねてより東上まちづくりフォーラムとして交流を深めてきた八ヶ岳南麓の「暁鐘の杜」と協同して行うイベントを企画したが、残念ながらこのイベントは天候不順＝台風の来襲のため中止となった。東上まちづくりフォーラム側が大人数名と子どもを交えて「暁鐘の杜」を訪ね、１泊のスケジュールで、森林体験やキャンプ等を楽しむというものであり、森林に詳しい会員をはじめ、本プロジェクトのメンバーがプログラムを練ってきたものである。本イベントは、結果として中止となったが、企画の過程で、「暁鐘の杜」を東上まちづくりフォーラムのメンバーが訪ねるなど、「暁鐘の杜」との交流は深まった。夏以降も、次回に向けての企画の練りこみを随時行った。


③住民交流の場づくり

	事業内容
	時期
	対象
	活動報告

	三火会
	平成16年6月15日ni

スタート。毎月第三火曜日に開催　
	一般
	会員、非会員を問わず誰でもが参加できる会。事務局のスペースで、軽食軽飲をしながら参加者が自己紹介や最近の話題を話し、あとは自由に歓談。東上まちづくりフォーラムの事を理解するための第一窓口の役割も果たす。


